
2024年度
開智国際大学の教育についてのアンケート調査

集計結果

実施 ：2024年9月

対象 ：開智国際大学卒業生（2021年度の卒業生）

方法 ：グーグルフォームによる回答

件数 ：対象者75名

回答率：10.7%



①卒業した学部

②性別

③勤務先の業種



(1)仕事に対する熱意・意欲がある (2)責任感がある

(3)誠実である (4)リーダーシップがある

(5)物事に進んで取り組む力がある (6)他人に働きかけ巻き込む力がある

④次の⑴～⒆の能力や資質が身についているか。

(7)目的を設定し確実に行動する力があ
る

(8)現状を分析し、目的や課題を明らか
にする力がある



(9)課題の解決に向けたプロセスを明らか
にし、準備する力がある

(10)新しい価値を生み出す力がある

(11)自分の意見をわかりやすく伝える力
がある

(12)相手の意見を丁寧に聴く力がある

(13)意見の違いや立場の違いを理解す
る力がある

(14)自分と周囲の人々や物事との関係
性を理解する力がある

(15)社会のルールや人との約束を守る力
がある

(16)ストレスの発生源に対応する力があ
る



(17)一般知識・教養がある (18)専門分野の知識がある

(19)語学力がある

⑤ ④の⑴～⒆の能力・資質の内、実社会での経験に照らして必要と考え
るもの。



⑥社会人として必要と思うもの、大学時代に身に付けておけばよかった
こと、経験しておけばよかったこと等

・何事にも挑戦して失敗を恐れない気持ちを身につけることが大切だと思います。
・エクセルの実践的な使い方。
・相談する窓口を増やしておくこと。外に相談できる人を作っておくこと。
・税金や契約に関しての知識。

⑦大学時代を振り返ったときに有効だったと思う授業

・心身の発達と学習過程。
・教育課程の授業全般。現在の職種が、自社で取り扱っているシステムや医療
制度をドクターやその他の医療従事者にどれだけ分かりやすく伝えられるかが問
われるため。
・ゼミナール。多方面に意識した考え方が身についたため。
・特になしです。



⑧本学全般にわたってのご意見等

・一生の思い出と言える楽しい4年間でした。大変お世話になりました。
・新卒カードを切って教員に進む必要性はあまりないように感じます。教員を目
指し続けた真面目な人ほど心が折れて休職状態の方もいるようです。
・特になしです。


